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本機はハム局用として、最高度の感度 ・選択度
・安定度を得るのを目的として設計 ・製作された

受信機で、そのため第 1局部発振を水畠制御 とし

第 1中間周波を可変として各バンドともに 600kc

の同調範囲をもち、3.5Mcか ら28M c帯までのハム

バンドを受信するのを、主な目的としていますが

適当な水晶片を追加することによって、他の周波

数も受信が可能になっております。

百ほ庄を得るためには高性能真空管を使用し、

高選択度を得るためにはダブル ・コンバージョン

性

1 ,受 信周波数範囲

1     バ  ン  ド

3 . 5 M c

7     ″

14  ″ヽ

21   ″

28   ″

28.5 ″

29.1 ″

同 調 範 囲

3.4～ 4.OMc

7.0- 7.6 〃

14  ～14.6 ″

21. ～21.6 〃

28  -28.6 ″

28.5-29。1 〃

29.1～29.7 ″

以上のほかに、A,B,C,D,Eの 5バ ン ドが設

けてあり、これに適当な水晶片を追加することに

よって4～30M cの間の任意の5バ ンドが受信可能
となります。

2.感    度
AM受 信状態ではs/NlodBの 出力信号を得る
のに要するアンテナ入力は1″V以 下

CW受 信状態ではS/NlodBの 出力信号を得る
のに要するアンテナ入力は0.5μV以 下

3 . 選 択 度

0。5・1.2・2.5。4kc(6dB帯域幅)の4段切替

4.ノ ッチ ・フィル タ滅衰度       ｀
5 0 d B以上

5.イ メージ比

60dB以上

6.ビ ー ト干渉妨害

全ハムバンドにおいて雑音レベル以下

7.周 波数安定度
スイッチを入れてから1時間後まで

±l kc以内

電源電圧の変動±10%に 対し

またはトリブル ・コンタミージョンとして、さらに

最終中間周波段にて4段 階に帯域幅を切 り替え、

またノッチ ・フィルタで近接 した妨害信号を除去

することができます。

周波数安定度と読硬精度については、第1局部

発振器の水晶制御と可変発振器の精密調整機構な

らびに高安定回路の使用、および水晶制御較正発
振器による llXlkcごとの目盛較正とにより、全受

信範囲にわたって下記の性能を保持しています。|

±0.Iはc以内
8.周 波数較正点
各 10okcご と

9.周 波数読寝精度
周波数較正点において受信周波数の0。61%
較正″くの中間において受信周波数の  1

±5 kc以内

10.無 歪出力

lw以 上

11.電  源

交流10o Vまたは115V,50～ 60c/s,50VA

500

400

周 3 0 0

波 2 0 0

数 1 0 0

変  0

化
- 1 0 0

〔: す: : | 十

8 0        9 0       1 o o       l 1 0       1 2 0

電 源 電 圧 ( 7 )

電源電圧の変動による周波数変化の実測値
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1.回 路と使用真空管
全体の回路構成は第1図のようになっており

各部の名称と使用真空管は次の如くです。

高周波増幅

第 1変換および水品発振

プロダク ト検波(SSB/Cw)

6 B  Z 6

6 E  A 8

6 B E 6

2 . 操 作 個 所

主同調

周波数目盛補正

バンド切替          BAND

プリtレ クタ同調     PRESELECTOR

高周波、中間周波ゲイン R F  G A I N

低周波ゲイン     A F  e A I N

A V C切 替       A V C

選択度切替          sELECTIViTY

ノッぅ卜周波数     NOTCH FREQUENCY

ノッチ深さ(半固定)  NOTCH DEPTH

ビー ト周波数      B.F.0

AM・ スタンバイ・SSB/CW切 替 FUNCT10N

自動雑音制御スイッチ  ANL

キャリブレーションスイッチ CALiBRATOR

電源スイッチ

※Sメ ータ零調整

POWER

S一 METER ZER0

※ Sメ ータ感度調整 S一 METER SENSiTIV!TY

※100kc水晶発振器周波数補正

第 1中 間周波(3.4Mc～ 4Mc間 可変同調)

2極 検波(AM用 )および雑音制限   6AL5

AVC整 流およびバィアス整流    6A L5

低周波増幅および出力       6B M8

周波数キャリブレータ       6B Z6

電源整流シリコンダイオー ド    x2

3 . 外部 接 続
※アンテナ・グラン

※スピーカ端子

来電源コード

※ フォン ・ジャ ック

※印rェ背面

4.寸    法

ド端子夕多ズ
~50-75Ω

″     4Ω

◆

385×185×255mm(幅×高×実行)足高は別
5 。重   量
1l kg

第2変換および可変発振

第2中 間周波455kc

第 3変換および510kc固定発振

第3中 間周波55kc

6 E  A 8

6 B A 6

6 B E 6

6 B A 6

l F   i S I  M i X  2 H D  M i X

A M P    x「A L  O S C    V F 0
2 H D

I F

3 R D

開iX

3 R D      P R C D

i F      D E T

V A R I A B L E

B P F

CAとlBRRTOR SiLi00N

RECT
AVC RECI  AM llET

81AS RECI   ANL

第 1 図



回路構成のポイント

本機の回路構成がなぜこのようになっているか

の説明をしますと、大体次のようなところにポイ

ントがあるわけであります。

1.周 波数安定度 をよ くするために

スーパ ・ハテロダイン受信機で受信周波数のず

れる最大の原因は局部発振周波数の変動であり、

これは一般に受信周波数が高くなるほど問題にな

ります。そこで本機では局部発振を水畠制御とし

て電圧変動や温度変化による、周波数変動を皆無

としたのであります。

これはクリスタル ・コンバータと同じことで、

出力の中間周波数は
一定とはならず、受信周波数

の範囲と同じ周波数範囲の変化をします。た
ゞし

その周波数は、もとの受信周波数より低 くなって

おりますから、これをいま
一度 455kcの固定中間

周波数に変換しても、周波数安定度は、はるかに

よくできるのであります。

2.周 波数読類の高度化

前記のように、すべての受信波は
一度可変中間

周波に変換されて、第2変換部で同調をとること

1.高 周波増幅部
リモー トカット特性の高Gm管 個 Z6を使ってい

ますので等価雑音が小さく、混変調に強い特長が

あります。

グリッド側 とプレー ト側の同調回路は、入力と

出力の結合コイルの切替をはよくために特殊の構

成となっています。すなわち7Mcバ ンド用のコイ

ルを基本としており、3.側にバンドでは同調バ リ

コンに並列に容量を追加 します。また14Mジ ン` ド

以上では並列コイルを入れています。

同調バリコンは、バーニヤ付 として同調を容易

にしてあり、その操作はパネル面のPRESELE‐

CTORツ マ ミでおこないます。

2,第 1変換および水晶発振部
6E A8の 5極部は3.5M cバンドでは第 2高周波

増幅段として、その他のバンドではミクサとして

動作します。

6E A8の 3極部は水晶制御の局部発振で、7M c

とA,B,C,Dの 各バンドはG― P間 に水晶を挿

になるので、この部分の読取精度をよくしておけ

ば、すべてのバンドに対して単
一日盛で4け た～ _

5け たの読取が可能になります。

SR-600で はBANDの 周波数 と100kc目盛 とlkc

目盛の和が受信周波数を示すようになっています。

た 、ゞこの可変中間周波の周波数を3.5Mcバ ン

ドと同じにとっていますので、3.5Mcバ ンドのみ

は第 1変 換をおこなっていません。そのため他の

バンドとは周波数日盛が逆になっております。

3,高 選択度 と可変選択度

選択度を上げるには中間周波数を低 くするとよ

いのですが、周波数の変換比を大きくとるとイメ

ージ比が悪 くなります。            ●

これを避けるために、3.5Mcバンドではダブル

コンバーション、その他のバンドではトリブル
・

コラバーションとして、 455Lcの第2中間周波の

次に55kcの第 3中 間周波段を設!す、これによって

高選択度を得ているとともに、さらに使用目的に

より4段 階に選択度を変え得る可変選択度フィル

タと坊害波を鋭 く除去し得るノッチ
・フィルタを

設けたのであります。

各回路の説明

入した無調整発振回路となっています。14MC以 上

のバン ドとEバ ンドは3倍 オー′t・ トーン発振 を

使用します。

3.第 1中 間周波部
3.4～4M cの間に変化 します。増幅はおこないま

せんが第 1変 換 と第2変 換の両局部発振の干渉に

よるビー トの発生を防 ぐために、帯域外の減衰を

充分に大 きくする必要があるので、複合型同調回

路としてあります。

その前半は第 1変換管プレー ト回路にあり、帯

域のほぼ中央に固定し、かつ適当にダンプしてあ

ります。その出力はシール ドケープル とビンジャ

ックにより、同調器内の後半部に結合されます。

4.第 2変 換 お よ び 可 変 発 振 部

MTU-2型 同調器としてユニット化されてお

り、6E A8の 5極部をミクサに、3極部を局部発

振に用いています。

ミクサの入力回路は第 1中間周波同調回路の後

半を形成しており、コイル内のコアの移動によっ

会

|
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て調整する″同調

方式によっていま

す。

可変発振部はカ

ソー ド・タップ式

ハー トレー回路で、

第 1中 間周波数よ

り445kc浮考い3,855

～4 , 4 5 5 k cの発振

をおこない、その

カソードよリミク

サのカソー ドヘ、

インジェクション

ルタは結合容量を変えて、0。5,1.2,2.5,4kcの 4

段に通過帯域幅を変えるようになっており、その

特性は第 2図 の如 くで、 0.5kcの ばあいの中心周

波数は55kcですが、帯域幅が広 くなるにつれて用

波数の低い方に拡がります。この方法ですとSS

B受 信の際に7Mcバ ンド以外はキャリヤ位置が一

定となる便利があります。

可変フィルタの出力はNOTCHフ ィルタをとお

って増幅管6B A6に 加えられます。NOTCHフ ィ

ルタはブリッジTフ ィルタの原理により、特定局

波数のみを鋭どく減衰させますから、通過帯域内

の妨害信号の除去に有効であります。除去周波数

はコイル内のコアの回転によりおこないます。

8.プ ロダクト検波
SSB受 信 とCW受 信には6B E6に よるプロダ

クト検波を採用しています。
｀

BFO発 振回路は高C回 路を採っており、発振

周波数も低いので、電圧変動や引込に対する安定

度は充分であります。

BFOの 発振周波数は、発振コイル内のコアの

回転により調整します。ツマミの一回転に対する

周波数変化は、約 5 kcですから微細な周波数調整

ができますので、 SSB受 信に極めて好適です。

9。 2極検波および雑音制限
AM受 信には6A L5に よる2極 検波を使用しま

す。また6A L5の 他の 2極 部を直列型の自動雑音

制御器(ANL)と して働かせています。これによ

り電気回路の開閉によって生 じるクリックや自動

車の点火桂雑音のような、パルス性雑音を極めて

有効に除去することができます。

ANL回 路は不要の際にはショー トしておくこ

とができます。

10。AVC整 流およびバイアス整流
双 2極 管6A LSの 片側でAVC整 流をおこない、

他の側ではB電 源交流の一部を整流 して-20V余

の負電圧を得、これをRF GAlNの 可変抵抗を経

てAVC電 圧に重畳 し、AVC OFFの ときはこの

負電圧だけを高周波、第 1変 換、第 2中 間周波、

第 3変 換の各段に加えてゲインを調整します。

AVC回 路の時定数は、大小 2種 に変えること

ができ、時定数の小さいAVCス イッチの位置を

FAST、 時定数の大きい位置をSLOWと 表記して

あります。またOFFの 位置ではAVCは 動作 しません。

本機では綜合ゲインが非常に大きいので、微弱

第 2 図

発振電圧を供給するカソニ ド

ザ
方式をとっています。

発振回路もμ同調で入力回路と運動しており、

その駆動機構はマイクロ ・メータと同じく、同調

シャフ トを1回 転することにより、ネジの 1ピ ッ

チだけコアが移動するようになっています。

発振周波数はシャフトの 1回 転につき、直線的

に 100kcの変化をし、6回 転で 600kcをカバーす

るようになっていますから、シャフ トに直結の目

盛板の円周を 100等分すれば、 1目 盛は l kc相当

となり、シャフトの 1回 転 ごとに llXlkcを表示す

る日盛と合わせて、 600kcの 周波数範囲を直読す

ることができます。

5。第 2中 間周波部
中心周波数 455kcで6B A6で 増幅 しています。

この球のプレー ト回路にはSメ ータが入れてあり、

このメータは無入力時には指示が 0に なるように

亀 流を打ち消すためのZEROバ ランス抵抗を備え

ており、入力波によってAVCが 加わると、それ

によるプレー ト電流の減少分だけを指示するよう

になっています。

メータと直列のSENSiTiVITY抵 抗は入力波強

度に対するメータの振れを調整するものであります。

6.第 3変 換 お よ び 510kc固 定 発 振 部

6B E6の コンバータで455kcの入力波 と510kcの

局部発振を混合 して55kcの発振部は高C回 路 とし

温度補償もしてありますので、電源電圧、AVC

電圧、温度変化による周波数変動は問題 とならな

い程度であります。

7.第 3中間周波部
第 3変 換部の出力はLC4段 の集中フィルタを

とおして所要の選択度を得るわけです。このフィ

舎
ミ

）
ぷ

沢

周波数(κめ
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な信号または雑音入力によってもAVCtEが 発生

します。このAVC電 圧 により高周波段のゲイン

が低下すると、小入力時のS/Nが 低下 しますから、

高周波 と第 1変 換段のAVC回 路には、予め10M

Ωの高抵抗をとおして(十)電圧を加えておき、或

ていど以上の入力からAVCが 動作するように、
一種のDAVC作 用をもたせてあります。

この部分に挿入してある l N34は AVCの 動作

以下の状態ではAVC回 路が(十)電位とならない

ための電圧 クランプ用ダイオー ドです。

11.低周波増幅
検波出力はFU N C T i O Nス イッチにより選択さ

れて AF  G A I Nを とおり、6B  M 8の 3極部 と5極

部で増幅さ

れて、出力

トランスを

とおってス

ピーカ端子

に引き出さ

れます。

出カ トラ

ンスの 2次

第 3 図

側から3極部のカソードに約βdBの NFBを 加え

て、負荷インピーダンスの広範囲の変化に対応で

きるようになっています。

検波段以後の周波数特性はS/Nを よくし、聴き

やすい音質となるように、適当に低音部と高音部

を減衰させた第3図 のようになっています。

1 2 .周波数キャリブレータ
6B Z6のグリッド・スクリーン間に100kcX呂を

入れ、プレートより高周波出力をとり出して、受

信機入力に加え、周波数日盛の較正に利用します。

所要周波数は3.4～抑Mcの 範囲で、最高 300番高

調波にもなりますので、結合部にl N60を入れて

高調波を増強し、最高周波数まで 100kcごとに充

分な強勢なマーカ信号を得ることができます。 わ

13.電   源
電源 トランス 1次側にtよ100Vと 115Vの 端子を

設けてあります。

B電 源はシリコン襲流器を使用した両淡整流で 手

レギュ レーションよく充分なフィルタ作用をおこ

なうために、フィルタ ・チョークを使用しており

ます。
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取 扱 法

1.受 信の準備
O 電  源

本機の電源は交流100V50～ 60c/sとなって
いますが、9o～1lovの 間では支障なく使用で

きます。1lov～ 120Vの 電源で使用されると

きは、内部の電源 トランスの接続を loo Vの

端子から 115Vに つなぎ替えることを、おす

すめします。      一

電源ヨー ドを電源に接続して、パネル右瑞

上方の PO wERス イッチをONに して、グィ
アル面が明かるく照明され ばヽ、電源が入っ

ていることを示 します。

○アンテナ

本機のアンテナ入カインピーダンスは50～
700に 設計 してありますので、受信周波数に

合った半波長ダブレット・アンテナを用い、
同軸ケーブルにて引込むのが望ましく、ヶ―

ブルの内心をA端 子に、外側をG端 子に接続

するわけですが、コネクタを使 うこともでき

るように、コネクタ取付穴を設けてぁります。

簡単に受信するには、単線アンテナの引込

線をA端 子につなげばょく、アースは付けな

くても受信強度にはほとんど影響ありません。
たゞし或る種の外来雑音に対しては、アース

を付けた方が有効のばあいもあります。

○ス ビーカ またはヘ ッ ドフォン
スピーカ出カインピーダンスは40と なっ

ていますが、2～80の 範囲で支障なく使用で

きます。

ヘッドフォンは低インピーダンスのものな

ら申し分ありませんが、高インピーダンスの

ものでも適当の音量で聴 くことができます。
フォン・ジヤックを挿入すると、スピーカは

自動的に切れるようになっています。

.AM波 の受信
○ツマ ミの位置
FUNCT10N

SELECTiViTY

NOTCH

AVC

RF GA!N

AF GAIN

AM

2. 5kcまたは4kc

OFF

FAST

時計の針方向に最大

や 雑ヽ音が聴 こえるていど

覇

` q

サ

BAND 希望する受信バンド
PRE SELECToR 希 望バンドの記号の近 くで

雑音が最大 となる″点   |
○周波数 目盛 りの較正 と読み方
CALIBRATORス ィッチをONに して同調
ツマミを回わしますと、上部目盛の各 llXlkc
の近 くでSメ ータの針が大きく振れますから、
同調ツマミの基部にある金属輪を回わしてlo
O度 目盛を0に合わせます。

CALIBRArORを OFFに して同調ダイア
ルを回わして受信すると、受信周波数はB A N D

目盛

目盛

較正ッマミ

主同調ツマミ

_  第 4図
のMcと 上部目盛の100kc単位 とloo度 目盛の

kcの和で表わされます。

○細かい調整
同調ツマミを回わしてSメータの振れが、
最ジtとなるよぅにし、 さらにPR E S E L E‐

CTORも 最大に合わせます。

AF GAINに ょり音量を適当に調節 します。
AVCは 受信波の変動状態に応 じてFASTか 、
SLOWの いずれか、ょぃ方を選びます。

○雑音の除去
パルス性雑音はANLを ONに すると著し

く軽減されます。

○混信の除去

混信のあるばあいはSELECT!V:TYを 1.2
kC,0.5kcと通過帯域を狭 くしますがそれで

も除けないほど接近した信号やビートに対し
てはNOTCHを 回わしてみると、有効に除去 |
できることがぁります。

DttPTHは 除去作用が最も鋭く深 くなるよ



うに調整してありますので、ふだんは手を触

れる必要はありません。

パネル面に記入してある4本 の白線は、そ

れぞれ記入の通過帯域に相当するNOTCH周

波数の範囲を示しています。

NOTCHが 通過帯域内にあるときは、帯域

特性は当然変形されますので、NOTCHを 使

用する必要の無いときは、必らずOFFの 位置

に回わして

おきます。

○短時間の

停止また

は送信時

FUNCT10N

スイッチを

STAND BY

に置 くと、

電源が入う

たまヽで動

作を停止し

ます。

リモート・

コントロー

SELECTiVlTY l.2kcま たは2.5kc

NOTCH

AVC

RF GAIN

AF GAIN

BAND

OFF

OFF

時計の針方向に最大

や 雑ヽ音が聴 こえるていど

希望する受信バン ド

ルや送信機 と組合わせて使用する際には、ス

イッチはAMに 置いたま
ゝで背面のMUTE

端子をショー トするようにスイッチなリリレ

ーなりで操作することにより、受信機を停止

状態とすることができます。

これはS S B / C Wに も共通です。

OSメ ータ

受信キャリヤ強度に応じた振れを示します

ので、同調指示器 としての用途のほか、S目

盛 とdB目 盛があり、受信波の大体の強度を

知るこどができます。

S目 盛は内部雑音レベルを1と し、アンテ

ナ入力約50/Vを 9と しており、S9以 上はdB'

で示してあります。た ゞし21Mc以 上では、や

や入力が大きくなります。

RF GAINを 大 きく絞ったときと、STAND

B Yの 際に針が振 り切れますが、全 く心配は

ありません。

3.CW波 の受信

○ツマ ミの位置

FUNCT10N    SSB/CW

PRESELECTOR希 望受信バン ドの記号の近

くで雑音が最大 となる″点

BF0 通過帯域の中央

○周波数 目盛の較正 と読み方

AVCを FASTに してAM波 受信 と同じ方

法でおこなうこと力
fできますが、スピーカか

ら聴こえるビート音が、ゼロビ
ー トとなる点

で合わせてもよいのです。         ●

AVC OFFで 信号が強過 ぎるときはRF GA‐

INを適当に絞 ります。

OBFOの 調整

パネル面に記入してある4本 の白線は、そ

れぞれ言己入の通過帯域に相当するBFO周 波数

の位置を示します。CW受 信に際 してはBFO

は選択度に相当する帯域の中央より左右いず

れかに0.5～lkcずらしておきます。特に近接

した信号を音色によって分離する以外は、左

右いずれに回わしても、さしつかえありません。

BFOツ マミは数回転できますが、ツマミ

を回わして雑音の音色が変わり、ビ
ー ト音が

最 も強 く出るところが正規の位置です。

B 『 0

第 6図

○細か い調整

同調ツマミを回わして受信 し、必要に応 じ

てBFOを 加減 します。

弱い信号を受けるにはRF GAINを 上げ、

AF GAlNを 絞ぼりますが、強い信号や外部

雑音の大 きしヽときは、RF GAINを 絞ったほ

うが、 よ いばあい力
Sあります。

SELECTtViTYは
◎
配

第 5 図

10



一
月

浮.SSBの 受信
Oツ マミの位置
FUNCT10N

SELECTiVITY

NOTCH

AVC

RF GAlN

AF GAIN

BAND

舟  前 記のAM波 ま

たはCW波 受信

の方法で、較正

しておきます。

〇細かい調整

同調ツマミを極

めて静かに回わ

してゆくと或る

ところで急に音

声が明瞭になる

PRF SELECTORを 最良状態に合わせます。

電信に対してもAVCを 掛けたほうがよいば

あいがあるので、FASTと SLOWの 時定数の

違 うAVCが 用意 してあります。さらに大 きい

時定数がほしいときには、MUTE端 子の右側

とシャーシ間に絶縁のよいコンデンサを追加

することにより、任意の値 とすることができ

ます。ANLは AMの ばあいにのみ有効です。

○混信の除去

混信に対してはSELECTlViTYを 狭 くし、

さらにNOT C Hを 利用することはAMの ばあ

いと同じであります。

と急に声 とならなくなります。

SSB受 信はコツがありますので、慣れる

と容易に受信できるようになります。

弱い信号に対してはRF GAINを 上げて、

AF GAINを 絞ほり、強い1言号には適当に

RF GAINを 絞ります。

○混信の 除去

混信除去のためにSE L E C T i V i T Yを 1 . 2

kcや0.5kcに したばあいには、7M c帯のBF

Oの 位置が、それぞれの帯域を示す白線の右

端の付近に移動しま■:。

NOTCHの 利用については、AMや CWの

ばあいと同じです。

5tハ ム・バンド以外の受信
A,B,C,D,Eの 付加バン ドを利用して、

4M c～30M cの間の任意の周波数を受信する

には第 1局部発振用水晶片の周波数 とPRE

SELECTORの 位置は次のようにして決定します。

○水 晶片の周波数

水晶片の周波数は、上側ヘテロダインと、

下側ヘテロダインのが通りの方法があります

が、比較的低い受信周波数に対 しては、上側

ヘテロダインがつごうがよく、高い受信周波

数に対しては、下側ヘテロダインの方が発振

が容易になります。

希望する受信周波数から、水晶周波数を決

めるには次の式によります。

上側ヘテロダインの水晶周波数

=最 低受信周波数+4 Mc(白 色目盛で読む)

下側ヘテロダインの水晶周波数

=最 高受信周波数-4 Mc(赤 色目盛で読む)

各バンドの受信範囲は 600kcですから、希

望受信周波数の上式における最低、また最高

受信周波数のT番 下の桁がMcま たは 0,5Mc

となるようにすると周波数の読みとりが容易

であります。

○水晶片の種類

水畠片はHC‐ 6/U型 を用い、発振周波数20

Mc以 下は無調整回路による基本発振用、20M

c以上では3倍オーバ トーン用のものを使用い

たします。

○受信周波数 とBANDの 位置

受信周波数に適応するBANDの 位置は次の

PRESELECTOR希 望受信バ ンドの記号の

近 くで雑音が最大となる″点

BF0     7M● 帯は右水平方向7M cSSB

その他は左水平方向SSB

の位置

○周波数 目盛

の較正

S S B / C W

2.5kc

OFF

OFFま たはSLOW

時計の針方向に最大

や 雑ヽ音が聴こえるていど

希望する受信バンド

B F 0
1 2 _ _

7MO以 外の

SSB受信の位置 イ立置(sELE

鶴

第 7 図

ところがありますから、最も良 く聴こえると

ころに合わせます

しかし主同期で最良点を探がすのはむづか

しいので、BFOを 指示位置の前後に静かに

動かして合わせます。よく聴こえる範囲は、

角度にして1～ 2度 の点で、これをはずれる

| ~ ~ ～



ようになります。

受信周波数(Mc)BAND  水 晶片

4.0～ 4.6     A   基 本波発振

4.6～ 10,O     B     ″

10.0～ 16.O     C     ″

16.0～ 24.O     D      〃

24.0～ 30.O     E 3倍 オーバ トーン

水畠片はBANDと 同じ記号の背面のソケ

ットに挿入します。

OPRESELECTORの イ主置

受信周波数に対するPRESELECTORの

だいたいの位置は下図により知ることができます。

○周波数の読み とり

水晶周波数が受信周波数より高いばあい (

上側ヘテロダイン)は 白文字で読み

受信周波数=〔水晶周波数(Mc)-4.OMc〕

+ 1 0 0 k c 目盛 + l k c 目盛

となります。

また水晶周波数が受信周波数より低いばあ

い(下側ヘテログイン)は赤文字で読み

受信周波数=〔水晶周波数(Mc)+3.5Mc〕

+100kc目 盛 +lkc目 盛

となります。

OEバ ン ドの調整

A～ Dバ ンドは無調整ですから、水呂片を

ソケットに挿した けゞで動作しますが、Eバ

ンドのみはコイルを調整する必要があります。

それには真空管電圧計をDC-3～ -5Vレ ン

ジとして、プリセレクタ部の6EA8の 近 くに

設けてあるテスト・ポイントとシャーシ間に

接続してBAND Eコ イルのコアを静かに回わ

し、メータの針が最も大きく振れるように調

整します。この調整にはコアの溝によく合っミ

た絶縁物製のドライバをご使用願います。 ●

メータにテスタを使用するばあいは、でき

るだけ内部抵抗の大きいものが望まれます。

Eバ ンド以外でも、発振をチエックするに

は同様の方法でおこないます。

巴
召
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Ｏ
『
Ｏ
力

り
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ま
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プ リセ レク タ位 置 図
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保守と再調整

1 .ケ ースの取 りはずし
底面の4本 のビスをはずして、背面よリシャ
ーシを押すと、バネルとシャーシは一体として

前方へ引出すことができます。

2.パ ネルの取りはずし
パネルを取りはずす必要のある際には、次の

手順によっておこないます。

①全部のツマミをはずす――ツマミはすべて2

ケ所の押ねじにより止めてありますから、2

本ともにゆるめてから引き抜きます。 、

◆②易署浅鋤諸言景iは
ずすT~中心部の2本

③ PRESELECTOR指 針 シャフトの切欠部が、

赤線と一致する位置で、前方に引き抜きます。

④スイッチ、バリオーム、ジヤックの取付けナ

ットをはずす。

0ミ ネル左右両端部の取付けビスをはずす。

取 り付けの際はこの逆の'碩序でおこない、ツ

マミの押ねじは2本 ともに充分に縮付けておき

ます。スイッチのツマミはシャフトの切欠部に

指針の反対側の押ねじが くるようにすると、正

しい指示をするようになっています。

BFOと NOTCHに ついては各々の項を参照

ンしてください。

改正ツマミの回転の国さは、同調ツマミの押

しかげんで調節 します。

3.照 明電球の交換
同調器(MTU-2)の 前部のカバーをはずし、

豆球ソケットを取り付けているねじをはずして

から球を交換します。使用球は8V規 格のスワ

ンベースのものを使用します。

4.幕 空管の交換
真空管はラジオやテレビ受信機に使用されて

いる品種ばかりですが、その中で比較的に一般

的でない6BZ6と 6EA8は 2本 づつ使用してい

ますので、入れ替えて様子をみることができます。

,キャリブレータの6BZ6は 6CB6や 6BA6を

代 りに使用しても動作しますし、6EA8も 6U8

で一応の代用をすることが可能であります。

5.ダ イオー ドの補修
電源用のシリコンダイオードは、一般のテレ

ビ受像機に使用のものでまにあいます。

AVC回 路の l N34は内部断線するとAVC

回路に(キ)の電圧がかヽることがあり、逆抵抗

が4氏下するとAVC電 圧がかヽらなくなります。

この部先に使用するダイオ
ードはl N 34か高逆

抵抗型のものが必要です。

キゃプ レ
ータ回路の l N60は他のダイオー ド

でもよく、マーカが弱 くてよければ、ショー ト

しておいてもさしつかえありません。

6.第 3中間周波トランスの調整
FUNCTtONを AMの 位置におき、プロダク

ト検波6BE6の Pin 7とシャーシ間に高周波用

真空管電圧計をつなぎ、第3中 間周波増幅管 6

BA6の Pinlに 信号発生器の出力を加えて周波

数を変化したばあいに、真空管電圧計の指示が

53kcを中心に、±2 kcの間でほ 平ゞ坦であれば

さしつかえありません。

再調整の際には信号発生器の周波数を53kcと

し、lF Tの PB端 子間に30k Ω内外の抵抗を4浸

に接続した状態で2次側(上部)コアを僅かに動

かして、真空管電圧計の振れが最大となるよう

にします。次にGE端 子間にさきの抵抗をつな

ぎなおして1次側(下部)コアを僅かに動かし、

前と同様に真空管電圧計の振れが最大となるよ

うにします。さらに抵抗をまったく取りはずし

た状態で周波数を変えてみて、51kc～55施の間

の出力変化がldB以 内になるまで調整します。

コアの調整には、コアの溝によく合った絶縁

物製ドライバを使用する必要があります。

7.可 変選択度フィルタの調整
高周波用真空管電圧計の接続は前項のとお り

で、第 3変 換6BE6の Pin 7と シャーシ間に信

号発生器をつなぎ(信号発生器の出力不足のと

きはP in7とIF T間 の接続をはずします)信 号

発生器は無変調の55kcと します。

SELECT,ViTYを 0.5kcにおいて、 真空管

電圧計の振れが最大 となるように、4個 のコイ

ルのコアを交互に調整したのち、周波数をずら

してみて、鋭どい単峰特性になっておればよく、

他の帯域に切番えてみて6dBの 減衰点の周波数

幅を確かめます。
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8 . N O T C Hの 調整

前項のフィルタの調整と同じ接続で55kcの信

号を加えておき、NOTCHの ツマ ミを回わして、

出力が減る点に合わせます。次にDEPTHの 抵

抗 を回わすと、さらに出力が減少しますから、

両方を交互に調整して最大の減衰を得るように

します。この状態でツマミの指針が 0。5のBIR線

の中央にくるようにツマミを付けなお
'します。

簡簡単にチエックするには、SELECTiViTY

を、0,5kc、CALIBRATORを ONと して、 その

信号によりSメ ータの振れが最大 となるように、

同調をとります。次に上記 と同じキうにしてNOTCH

とDEPTHを 調整 し、ツマミの指針を合わせます。

9 . B F O の 調 整

SELECTiViTY O.5kc、 CALIBRAT!ON ON

で、FUNCT10Nを SSB/CWと してBFOツ マミ

を回わし、零ビートの位置でツマミの指針が 0.5

の弧線の中央にくるように合わせます。

10。第3変換の局部発振の調整
SELECTiViTYを 0.5kcとし、第3変換 6BE

6のPin7に 信号発生器をつないで 455kcの無変

調信号を加えてSメ ータが適当に振れるように

します。絶縁物製 ドライバを用いて 510kc発振

コイルのコアを僅かに調整し、 Sメ ータの振れ

が、最大 となるように合わせます。

11.第2中間周波トランスの調整
S :主E C T i V i T Yを 4  k cとし、同調器 (M T U

- 2 )と プリセレクタ部 をつなぐプラグをはす

してジヤックの中心金具に信号発生器をつなぎ、

456.5kcを供給します。

2個 の第 2中 間周波トランスの上下のコアを

調整して Sメ ータの振れが、最大 となるように

合わせます。周波数を変えてみて455kc～458kc

の間がほ 平ゞ坦であることが望ましいのです。

12.同調器(MTU-2)の 調整
前項 と同じ接続状態にて3.5Mcバ ンド (赤目

盛)に 相当する周波数を供給して、出力が得ら

れないばあいは、局部発振不良と認められます

から6EA8を 交換してみます。

同調器の調整個所は同調目盛に影響を与えま

すし、同調器の取はすしは簡単でありません奄

ら、この部分の補修については当社におまかせ

願いたく存 じます。

13.水晶発振(第1局部発振)の調整

水晶の表示は、受信バンドの周波数と異なっ

ていますので、ソケ,卜 やコイルの表示は、水

晶の表示に合わせてメーターバンドで記してあ

ります。

40m(7Mcバ ンド)及びA,B,C,Dの 各バン

ドは水品を所定のソケットに挿すだけで発振 し、

調整は必要ありません。もし発振の有無を調べ

る必要のある際には、真空管電圧計か高内部抵

抗のテスタをDC-3～ -5Vレ ンジとして6E

A8の 近 くに設けてあるTP(テ ストポイント)

とシャーシ間に接続して負の電圧を示せば、発

編常品1温兵う官,君‖品補cバンド),それ1夕
登灘議10mの 3バン

ド、すなわち

10a(28M cバ

ンド)、10b(28

.5Mジ ン` ド)

10c(29.lMc

バンド)及 び

Eバ ンドでは

3倍 オーバ ト

ーン発振であ

りますから、

それぞれの記

号の付いたコ

イルのコアを

調整してT P
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アンテナを取

りはずしRF ttA‐
lNを最大位置に

おき、PRESE‐

L E C T O R 同調

を回わしてみて、

各バンドの所定

の位置で、明瞭

な同調雑音を生
・  じ るようなら、

PRESELECT‐

ER部 の動作は

につないだメータの振れが、最大となるように

合わせます。

14.PRESELECTORの 調整

コイル部のトリマを合わせます。

1 5 , S メ ータの調整  よ
A・G端 子 をショー トしてお き、RF GAlN最

大AVCは FASTま たはSLOW,FUCT10N は

AMと し、 さ らにSELECT,VITYは 2.5kcとし

ておき、7.3M c主たは14.3M c(より多く使うバ
ンド)に同調 して、PRE SELECTORを 同調雑

音が最大 となるように合わせます。この状態で

Sメ ータの指針が1を 指すようにシャーシの背

面のS一 METER ZERO調 整を合わせます。

次に信号発生器 (出カインピーダンス50Ωの

もの、50Ω以下のばあいは直列抵抗を入れて50

観首ど:官督替安号暑;[:暑|:チ|
唇富易ご=高ま達害喪翼系]R、↓lff罫基ど基
わせます。

16.100kc CALIBRATORの 較正

周波数カウンタがあれば発振管6BZ6の Pin5

より適当なコンデンサを介し接続し、発振周波

数が 100kcに正確に合 うように背面のトリマを

調整します。

別の方法としては他の受信機で5Mc,10M c、

15Mcの標準電波(」JY)を受け、CAL!BRATOR

の出力を受信機の入力部に結合 してビー トが問

こえるようにし、背面のトリマを零ビー トとな

るように合わせます。

本機に付属の水晶片では、トリマの調整だけ

で合 うようになっていますが、他の水品を使っ

で 100kcに合致できないときは、 ト リマに並列

のコンデンサを加減いたします。

倉
増
）
媒

浜

周波数 (イび)

第 8 図

正常 と考えられます。同調による雑音増加が見

られないときは、高周波増幅管6BZ6、 第 1変

換管6EA8を 替えてみます。

同調コイルの再調整は次の如 くにします。

BANDを 7Mcと し、PRE SELECTORを 47

に合わせておき、A・ G端 子に信号発生器より

7.3Mcの 信号を入れ、同調ツマ ミをSメ ータが

最 も振れるように合わせた後、上部の6BZ6の

両側のコイルのコアを、Sメ ータ指示最大 とな

るように合わせます。

次にBANDを 28,5Mcとし、 PRESELECToR

を9に合わせ、信号発生器より28.8Mcを 入れて同

調をとり、パ リコン下方の2個 のコイルのコア

を、 Sメ ータ指示最大となるように合わせます。

最後にBA間 を3.5Mcと し、3.7Mcの 信号を加

えて、Sメ ータ指示最大 となるように、同調 と

PRESE LECTORを 合わせ、さらにアンテナ
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ス タ ー S R 一 と υ び A に ' い
て

ス タ ー S R ― と υ θA 低 , S R ― と υ θ に
一 部 の 日崎 暮寝 を コ え た も

の で 、 こ れ に 工 りい ま ま で の 高感 度 に加 え て 、 同
一 A ▲ 京 ン ド内 で

の近接周波数の強力信号による混変調妨害がぃとじるしt 改善さ
れ

て お りま す 。 な お 、 こ の 改 長 に つ き な し
て は  J A ■ A R 、 ユ B 【

■ 0 0 、 ユ F G 、 そ の ほ か 多 数
の 方 々 の 御 協 力 を 頂 書 t し た こ と を

側 札 申 し上 げ な す o

改   良

第 ■変 換 6 田 A 8 の プ レ

こ と。

第 2 中 間 周 波 数 の I F T を タ ツ プ ダ ワ ンす る こ と
に よ り選 択 度

安 定 度 を 向 上 す る と共 に ゲ イ ン を落 し、 こ
の成 の強 力 信 号 F t 工i

る オ ー バ ー ロ ー ドを防 止 した こ と。

第 5 変 換 6 B E 6 の ス ク リー ン電 圧 を上 げ て直線 と を 改 善 した

こ と。     ,

第 5 中 間 周 渡 とと 周 波 成 の ゲ イ ン を上 げ て 、 前 成
の ダ イ ン低 下

を補 う 工 うに した こ とo

旧 S R 中 と ' θ を綱 所 持 の方 にな 別 に 改 造 に
つ い て の御 連 絡 を い た

しま した。 そ れ 以 外 の セ ツ トは、
十
表 記 が S R ― ち θ θで も内 容 は 、

S R ― と υ θ A と な つ て お ります か ら御 承 知 下さ
い 。

個   所

― 卜団蕗 の 低 戒 側 成 長 持 性 を改 善 した
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